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ポ

Jレ

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
研
究
へ
の
道

、
、

『

E
B
J

,f 

1~ i~ ＠ 

昭

夫

批
評
家
に
と
っ
て
批
評
の
方
法
論
的
探
求
ほ
ど
自
己
を
生
き
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
方
法
は
認
識
の
価
値
に
関
す
る
考
察
の
「
場
」
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に
ほ
か
な
ら
ず
、
逆
に
批
評
家
は
「
方
法
」
を
通
し
て
し
か
「
対
象
」
を
鮮
明
に
浮
彫
り
に
す
る
と
い
う
職
責
を
果
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
日
的
な
言
葉
を

使
用
す
る
な
ら
ば
、
批
評
方
法
の
探
究
は
「
認
識
の
理
論
研
究
」
に
属
す
る

A
S
Z広
目
。
z
m－o
》
に
参
与
す
る
だ
ろ
う
。
初
歩
的
な
「
虫
眼
鏡
」
で
観
察
さ
れ

た
机
物
の
葉
と
、
近
代
科
学
が
資
し
た
複
雑
な
光
学
機
械
で
あ
る
「
顕
微
鏡
」
或
い
は
吏
に
「
電
子
顕
微
鏡
」
が
示
す
そ
れ
と
を
比
較
す
る
だ
け
で
、
同
一
物

に
対
す
る
ぷ
品
の
度
合
に
於
い
て
質
的
に
も
量
的
に
も
深
化
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
方
法
の
綿
街
化
或
い
は
そ
の
視
点
の
移
動
は
、
自
然
科

学
に
於
い
て
に
せ
よ
人
文
科
学
に
於
い
て
に
せ
よ
、
「
対
象
」
を
よ
り
深
く
認
識
す
る
こ
と
を
、時
に
は
現
実
認
識
の
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
的
大
転
換
を
さ
え
可
能

に
す
る
。
詩
千
小
説
の
如
き
ジ
ャ
ン
ル
に
於
い
て
も
、
例
え
ば
ラ
ン
ボ
！
の
「
一
一
一
口
葉
の
練
金
術
」
や
マ
ラ
ル
メ
の
「
類
推
の
魔
」
そ
れ
に
ヌ
ー
ボ
ー
－
ロ
マ
ン

の
新
し
き
子
山
手
は
、
各
々
の
作
家
の
現
実
認
識
に
関
わ
る
方
法
論
的
「
限
」
即
ち
、
作
家
の
宇
町
観
を
客
体
化
す
る
「
レ
ン
ズ
」
で
あ
る
。
批
評
家
が
白
己

の
批
一
中
川
小
刀
止
－
一
執
心
ナ
ゐ
の
は
、
詩
人
や
小
説
家
が
語
葉
や
語
の
配
列
店
、
イ
マ

l

ジ
ュ
克
己
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
様
々
な
構
成
要
素
に
気
を
配
る
の
ふ
一
類
似
し
て

お
け
、
土
日
的
な
－
）
と
で
あ
り
、
自
己
の
存
在
理
由
を
決
定
す
べ
き
「
意
識
」
の
所
庄
で
あ
る
。
方
法
を
ぽ
究
す
る
立
識
自
体
、
す
で
に
己
れ
の
認
識
論
を
極

め
尽
く
す
，
」
と
で
あ
リ
、
一
種
の
創
造
活
動
に
参
与
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
で
は
、
批
評
家
は
「
主
体
」
と
「
客
体
」
と
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
対
決
を
陪
々



裡
に
体
験
す
る
だ
ろ
う
c

批
評
家
の
「
自
我
」
が
「
物
」
或
い
は
「
他
者
」
を
己
れ
の
な
か
に
包
み
込
む
に
せ
よ
、
逆
に
そ
れ
ら
の
な
か
に
己
れ
の
身
を
投
げ

出
す
に
せ
よ
、
更
に
両
者
の
問
に
平
行
線
が
引
か
れ
る
に
せ
よ
、
そ
こ
に
厳
然
た
る
「
閃
係
」
が
存
在
し
て
い
る
。
批
河
川
家
の
方
法
論
的
志
向
と
は
、
文
学
と

い
う
人
間
の
心
の
奥
底
に
関
わ
る
内
的
批
突
を
客
観
性
の
世
界
に
如
何
に
還
元
す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
「
主
体
」
と
「
客
体
」
と
を
如
何
に
結
合
す
る
か
と
い

っ
た
「
関
係
学
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
は
永
遠
の
テ
l

マ
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
批
評
家
特
有
の
な
識
は
如
何
な
る
形
態
と
な
っ
て
、
即
ち
如
何
な

る
存
在
様
式
と
な
っ
て
、
如
何
な
る
文
体
と
な
っ
て
顕
現
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

大
雑
把
で
は
あ
る
が
、
以
上
の
如
き
問
題
意
識
に
則
っ
て
、
私
は
文
芸
批
評
の
転
換
期
の
一
つ
を
、
十
九
位
紀
最
大
の
批
評
家
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
批
評
精

神
の
な
か
に
、
と
り
わ
け
彼
の
大
著
「
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

L

の
な
か
に
み
る
の
だ
が
、
以
下
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
展
望
と
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

j，ー、、

一、、，，，

い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
且
つ
ま
た
彼
を
し
て
批
評
家
と
し
て
の
名
声
を
而
ら
し
め
た
サ
ン
ト
・
ブ
I

ヴ
の
《
司
。
耳
目
問
。
E
G
は
、
四
十
五
年
の
長
き
に
亘
る
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ハ1
）

文
学
史
の
書
き
方
の
利
純
で
あ
り
、
恐
ら
く
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
芸
批
評
の
傑
作
と
さ
れ
、
今
日
数
あ
る
文
芸
批
評
の
な
か
で
最
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

彼
の
全
批
評
活
動
と
の
一
向
数
関
係
に
於
い
て
把
握
し
て
み
る
と
、
興
味
深
い
独
立
変
数
の
一
役
割
を
演
じ
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
即
ち
、
守
ポ
l
ル
・
ロ
ワ

イ
ヤ
ル
』
は
、
そ
れ
以
前
汁
グ
ロ
ー
ブ
』
紙
に
苫
い
た
所
謂
《
司
5
5
5
3
F
E

戸
丘ω
》
、
ロ
ン
サ
l

ル
の
輝
か
し
い
名
誉
回
復
に
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
《
吋mH
E
g
c

F
U
Z
巳
ρ
ロ

ο
Z
Q
E
ρ
5

己
o
F
3
2
－o
廿
m
w
D
2
z
o
Z己
ロ
F
E
R
O

同
円
山
口
包
宮
山
口
凶
〈
円
。
巴

v
n－o
》
、
一
八
三0
年
代
の
彼
の
批
評
の
中
心
を
為
し
た

《
司0
2
5

広
ω
F
E
爪E
H
円
g

》
・
《
司
C
円
門
店
芹ω
仏
o
m，

O
B
5
2

》
と
い
っ
た
一
連
の
批
評
作
品
群
や
、
如
何
に
も
批
評
の
匂
い
が
ぶ
ん
ぶ
ん
す
る
《50
・
司O
佐
佐
旦

句
。
ロω
臥g

色
。
』
。ωο
℃
『
口
ω
－2
5
0

》
（
一
八
二
九
年
）
、
《F
g

ゎ
。
ロω
o
E
t
oロω
》
（
一
八
コ
一O年
）
、
《
〈
。Z
1
3
（
一
八
コ
一
四
年
）
、
《
可
。
口
広

g

己
長
。
D
G

（
一
八
三
七
年
）
と
い
っ
た
詩
及
び
小
説
作
品
群
を
、
審
美
学
的
に
も
方
法
論
的
に
も
、
そ
の
な
か
に
繰
り
込
み
、
総
括
し
て
い
る
と
同
川
に
、
彼
の
職
業
批

一
計
家
と
し
て
の
日
引
の
「
場
」
に
な
る
で
あ
ろ
う
《
ゎE
5
0

己
2

（
F
T
E
E
G
や
《
Z
o
Z〈
g
C
M

門
戸
E

丘
一ω
》
を
、
そ
れ
ら
の
方
法
上
の
母
胎
と
し
て
、
す

で
に
苧
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



あ
ま
つ
さ
え
、
「
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
の
方
法
上
の
一
見
す
る
特
殊
性
は
多
分
に
そ
の
複
雑
な
成
立
過
程
に
依
拠
し
て
い
る
ら
し
い
。
大
雑
把
に
分
け

て
三
つ
の
段
階
、
即
ち
ま
ず
ポ
i

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
修
道
院
に
関
心
を
持
ち
、
研
究
し
、
作
品
化
し
よ
う
と
構
組
を
立
て
た
川
期
（
一
八
二
八
年
l

一
八
三
七

年
）
、
次
に
ス
イ
ス
の
ロl
ザ
ン
ヌ
で
「
ポ

l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
の
講
義
を
し
た
時
期
（
一
八
三
七
年

l

一
八
三
八
年
）
、
最
後
に
そ
の
講
義
録
に
基
い
て

(2
) 

「
本
」
を
執
笠
し
た
附
則
（
一
八
三
八l

一
八
六
O
年
）
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

可
。
ホi

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
を
サ
ン
ト
・
ブ

i

ヴ
が
問
題
に
し
た
の
は
、
い
つ
い
か
な
る
事
情
に
依
っ
た
の
か
、
実
際
に
書
き
始
め
た
の
は
い
つ
か
と
い
う

問
い
は
、
未
だ
に
僅
か
の
実
証
に
よ
る
仮
説
に
過
ぎ
な
い
し
、
こ
れ
と
い
っ
た
決
定
的
な
日
見
解
は
出
て
い
な
い
。
唯
言
え
る
こ
と
は
、
レ
オ
ン
・
セ
ッ
シ
ェ
や

ア
ル
ベ
l

ル
・
チ
ボ
l

デ
宇
は
一
八
二
八
年
か
ら
一
八
三
八
年
ま
で
の
サ
ン
ト
・
ブ
i

ヴ
の
爪
Q
F
Z

の
殆
ん
ど
到
る
所
に
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
を
見
出
し
て
い

(3
) 

る
し
、
ヴ
ィ
ク
ト

l

ル
・
ジ
ロ
！
に
至
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
か
く
も
長
々
と
強
く
残
存
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
の
伝
統
が
サ
ン
ト
・
ブ
I

ヴ
に
ま
で
浸

透
し
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
か
な
り
馴
み
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
ポI
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
精
神
と
、
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
精
神
構
造
及
び
感
受
性
と
の
問

(4
>

に
、
あ
る
種
の
類
推
閃
係
、
《ω
由
巳
広
ω

止
め
（
げ
片
言
。

ω

》
が
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
知
る
こ
と
の
出
来
る
「
ポl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

の
文
学
史
』
の
構
怨
の
定
打
は
、
後
に
山
題
に
す
る
が
、
ラ
ム
ネl
や
友
人
パ
ル
プ
伯
へ
の
手
紙
に
依
る
な
ら
ば
一
八
三
四
年
か
ら
一
八
三
五
年
に
か
け
て
で

<5
)

あ
る
こ
と
は
、
エ
コ
l

ル
・
ノ
ル
マ
ル
の
講
師
職
立
候
補
者
の
サ
ン
ト
・
ブ
I

ヴ
が
ギ
ゾ
ー
か
ら
話
が
来
る
の
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、

疑
い
の
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
準
備
期
間
で
あ
る
。

一
八
三
七
年
十
一
月
六
日
か
ら
翌
年
五
月
二
十
五
日
ま
で
、
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
は
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ド
・
ロ

l

ザ
ン
ヌ
で
毎
週
月
水
金
曜
日
の
三
日
、
女
性
を

混
え
た
約
三
百
人
の
聴
講
者
を
前
に
、
開
講
の
辞
か
ら
始
っ
て
、
第
一
部
ポl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
修
道
院
の
起
源
と
再
興
、
第
二
部
サ
ン
・
シ
ラ
ン
修
道
院
長

の
ポ
i

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
・
第
三
郎
パ
ス
カ
ル
、
第
四
部
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
治
学
校
、
第
五
部
ポ
I

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
第
二
期
、
第
六
部
滅
亡
す
る

ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
に
閃
し
て
、
八
十
二
日
の
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
時
の
以
」
摘
は
碩
学
ジ
ャ
ン
・
ポ
ミ
エ
教
授
に
よ
っ
て
一
九
三
七
年
（
ま
さ
に
百
年
後

(6
) 

の
刊
行
で
あ
る
こ
と
は
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
が
）
巴

B
N

か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
そ
れ
は
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
即
ち
第
一
部
の
原
稿
は
殆
ん

ど
見
当
ら
ず
、
他
の
部
分
に
於
い
て
も
か
な
り
紛
失
し
て
お
り
、
講
義
の
全
容
を
知
ら
せ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。



ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ル
」
の
成
立
過
程
で
あ
ろ
う
。
サ
ン
ト

し
か
し
、
驚
く
べ
き
は
ロ
l

ザ
ン
ヌ
の
講
義
の
遠
大
さ
で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
そ
れ
か
ら
の
ホl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
と
も
一
一
一
口
う
べ
き
書
物
と
し
て
の
『
ポ

一
八
三
O
年
に
第
一
巻
、
四
二
年
に
第
二
巻
、
四
八
年
に
第
三
巻
、
五
九
年
に
第
四
・

ブ
l

ヴ
は
、

五
巻
、
六
O
年
に
第
二
版
、
六
七
年
に
第
三
版
と
い
う
れ
パ
介
に
、
次
々
と
出
版
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。
実
に
二
十
年
と
い
う
歳
月
を
『
ボ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ

ル
」
の
執
筆
に
山
熱
を
傾
け
た
わ
け
で
、
前
述
し
た
お
よ
そ
十
年
間
の
準
的
期
間
を
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
一
二
十
年
以
上
も
ポ

1

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
と
交
き
合

、
、

っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
言
わ
ば
、
三
十
余
年
の
問
、
あ
る
時
は
熱
烈
に
あ
る
川
は
疑
い
の
限
差
し
を
持
っ
て
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
隠
者
た
ち
と
沿
っ

、
、
、
、

て
歩
い
た
（
ら
5
1
）
こ
と
に
な
る
が
、
巾
じ
ん
は
こ
の
存
布
椋
式
に
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
批
目
方
法
上
の
重
要
な
問
題
が
秘
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
置
き
た

い
。
つ
ま
り
、
批
評
家
の
批
評
対
象
と
の
「
閃
係
」
な
の
だ
が
、
こ
の
執
助
な
ま
で
の
い
た
き
交
際
は
、
「
人
間
を
よ
く
問
解
す
る
方
法
は
、
た
っ
た
一
つ
し
か

な
い
。
日
て
れ
は
、
彼
等
を
判
断
す
る
の
に
決
し
て
今
が
な
い
が
だ
、
彼
等
の
防
で
生
活
し
、
彼
引
が
が
P
H分
の
考
え
を
明
か
し
、
日
に
日
に
発
達
し
て
、
や
が
て

そ
の
白
副
像
を
、
ぼ
く
の
担
に
抗
く
様
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
る
事
だ
。
故
人
と
な
っ
た
作
家
に
つ
い
て
も
同
じ
事
が
言
え
る
。
読
め
、
ゆ
っ
く
り
と
読
め
、

(7
) 

成
り
行
き
に
任
せ
て
白
け
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
彼
等
は
、
彼
等
r
H
身
の
一
一
一
日
葉
で
、
彼
等
自
身
の
姿
を
描
き
出
す
に
至
る
で
あ
ろ
う

c

」
と
い
っ
た
「
我
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が
毒
』
の
一
一
一
一
口
葉
に
反
純
一
ハ
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
な
が
ら
っ
ブ
ル
ー
ス
ト
の
「
失
わ
れ
た
川
を
求
め
て
」
の
成
立
に
似
た
過
程
を
辿
り
な
が
ら
、

ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

L
を
完
成
し
た
。
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
G

・
ミ
シ
ョ
ー
が
一
三
口
う
よ
う
に
、
司
0
2
・
H
N
O百
－
8

ロ
吋
ω

と
旬
。
ユ
向
。
ヨ
巴
一
日
－

Z
B

と
の
違
い

を
、
無
論
ロ
！
ザ
ン
ヌ
の
講
義
を
す
る
前
に
す
で
に
岡
山g
ι
ロ
己
社
と
本
に
す
る
約
束
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
は
っ
き
り
と
認
識
し
て

ロ
i

ザ
ン
ヌ
の
講
義
録
を
基
と
し
て
加
筆
・
訂
正
し
、
「
ポ

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
一
読
義
」
か
ら
「
木
」
ヘ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
自
体
、
批
評
家
自
身
に
と
っ
て
重
要
な
創
作
体
験
に
ほ
か
な

ら
ず
、
更
に
こ
の
川
川
的
情
川
的
距
離
を
認
識
し
た
上
で
、
両
者
を
比
較
検
討
す
る
な
ら
は
、
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
意
識
の
運
動
（
創
作
意
識
現
象
）
を
垣
間

見
る
こ
と
が
山
来
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
聴
衆
を
前
に
し
て
行
う
誌
誌
は
本
よ
りFH由
で
、
そ
の
日
の
調
子
に
よ
っ
て
話
題
は
展
開
し
、
流
動
し
易
い
。

実
際
、
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
は
講
義
中
に
か
な
り
の
先
壁
な
平
耐
を
用
志
し
て
い
た
と
は
一
一
μ

え
、
彼
白
身
、
友
人
の
わ
♀Z
B
σ
♀
宛
に
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
即
興
的
に
喋
っ
た
」
ら
し
く
、
一
一
日
わ
ば
、
本
題
か
ら
脱
線
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
彼
は
そ
の
日
の
講
義
が
終
る
や
、
講
義
中
に
即
興
的
に
浮



ベ
喋
っ
た
こ
と
を
記
す
る
た
め
に
ペ
ン
を
取
っ
た
。
そ
れ
故
、
後
に
な
っ
て
「
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
の
本
を
執
筆
す
る
際
、
配
列
に
苦
心
す
る
が
、
た
め

に
、
一
講
義
」
と
「
本
」
と
の
問
に
は
位
置
の
ず
れ
や
分
量
の
多
少
、
更
に
削
除
や
レ
ジ
ュ
メ
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
て
く
る
。
具
体
的
に
二
一
一
口
う
な
ら
ば
、
「
講

義
」
で
は
最
終
部
の
「
滅
亡
す
る
ボ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
を
速
か
に
過
ぎ
た
が
、
「
本
」
で
は
そ
れ
を
力
説
し
た
。

し
て
、
今
言
え
る
こ
と
は
、
足
か
け
二
年
の
「
講
義
」
の
内
容
と
二
十
年
の
「
本
」
の
そ
れ
と
で
は
、
自
ず
と
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
自
身
の
対
象
に
対
す
る
考
え

(8
) 

方
が
変
貌
し
て
お
り
、
つ
ま
り
、
冒
頭
の
活
気
づ
い
た
希
望
か
ら
、
最
後
は
、
《
E
5

古
口
》
に
終
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

」
う
し
た
比
較
は
別
の
機
会
に
譲
る
と

〆声、、

一
一、．，〆

文
芸
批
評
の
方
法
論
的
企
て
、
言
わ
ば
「
試
み
」
と
し
て
様
相
を
持
っ
て
い
る
「
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
は
、
そ
れ
ま
で
彼
白
身
が
実
践
し
て
い
た
、

《
司
。ZE
F
Z

ピ
立
母
色
目
ω
》
の
な
か
で
、
伝
記
的
事
実
の
研
究
や
心
理
分
析
、
要
す
る
に
作
家
個
人
の
特
徴
を
集
積
し
て
、
人
物
を
描
く
「
画
家
の
手
法
」
を

正
当
化
す
る
と
同
時
に
、
一
八
三
四
年
の
出
色
宮
口
各σ
に
関
す
る
記
事
の
な
か
で
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
白
己
の
批
評
の
宵
慣
と
方
法
を
、
白
己
を
消
去

(9
>

し
自
己
を
忘
れ
、
つ
ま
り
自
己
に
は
留
ま
ら
ず
他
者
の
な
か
に
住
み
つ
き
、
「
私
は
こ
の
他
者
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
ま
で
極
言
し
、
「
私
」
は
こ
の
他
者

メ
タ
モ
ル
フ
オ
1

ズ

の
補
佐
役
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
に
「
批
評
は
私
に
と
っ
て
一
つ
の
変
身
な
の
だ
。
私
は
自
分
が
再
別
し
よ
う
と
す
る
人
物
の
う
ち
に
姿
を
隠
そ
う

（
叩
）

と
努
め
て
い
る
。
私
は
彼
の
言
い
回
し
を
借
用
し
、
そ
れ
を
装
う
じ
と
い
っ
た
自
己
を
虚
し
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
そ
の
も
の
に
な
る
汎
神
論
的
自

己
同
一
化
と
規
定
し
、
植
物
学
や
動
物
学
の
分
類
法
を
導
入
し
、
「
他
者H
自
己
」
の
客
体
化
を
迫
る
「
科
学
払
払
」
を
包
含
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
わ
れ
わ

れ
は
『
ポ
i

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
の
自
己
矛
盾
し
た
複
雑
な
相
貌
を
見
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
前
者
に
於
い
て
は
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
故
結
論
づ
け

る
こ
と
な
く
、
唯
抗
く
こ
と
に
あ
る
画
家
と
し
て
の
意
識
が
先
立
ち
、
方
法
論
的
配
慮
に
欠
け
て
い
る
が
、
後
者
に
於
い
て
は
、
山
己
を
透
明
な
意
識
へ
と
昇

華
さ
せ
、
し
か
る
後
に
科
学
を
援
用
す
る
と
い
う
方
法
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
八
三
四
年
頃
、
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
は
学
者
或
い
は
哲
学
者
の
野
心
を
、
少
く
と
も
一
つ
の
科
学
或
い
は
一
つ
の
哲
学
が
彼
の
書
く
も
の
の
基
盤
と
な
る
と

（
日
）

い
っ
た
予
感
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
実
際
、
「
物
理
学
者
、
天
文
学
者
、
航
海
者
は
、
一
瞬
一
瞬
大
気
の
変
動
、
緯
度
、
星
々
を
観
察
し
、
ノ
ー
ト
し
て
い
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る
。
こ
れ
ら
の
多
様
な
観
察
は
相
互
に
繋
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
総
体
が
法
則
を
発
見
し
、
或
い
は
立
証
す
る
の
に
役
立
つ
コ
」
の
で
あ
る
か
ら
、
「
精

（
ロ
）

神
界
や
社
会
に
、
そ
れ
に
類
似
し
た
何
も
の
か
を
創
ろ
う
」
と
提
唱
し
た
。
恐
ら
く
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
が
急
速
に
批
評
の
方
法
論
的
認
識
を
意
識
し
深
め
始
め

h

)

1jblh 

,TUJLU 

一
八
三
四
年
か
ら
一
八
三
一
五
年
に
掛
け
て
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
ホl
ル

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
を
本
格
的
に
研
究
し
出
し
た
町
期
に
一
致
す
る
。

内
的
な
歴
史
を
辿
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
一
八
二
四
年
合
理
主
義
的
「
グ
ロ
ー
ブ
」
時
代
の
合
理
主
義
的
批
評
か
ら
始
っ
て
、
「
セ
ナ
l

ク
ル
」
時
代
の
ロ
マ
ン

派
的
批
評
を
通
り
、
一
八
コ
一O
年
の
七
月
革
命
直
後
、
サ
ン
シ
モ
ン
主
義
者
た
ち
が
主
宰
す
る
「
グ
ロ
ー
ブ
」
時
代
の
サ
ン
シ
モ
ン
流
批
評
に
変
貌
し
、
そ
の

。
戸
円
リ
O同o
u弘
）

後
ラ
ム
ネ
の
影
響
下
に
あ
っ
て
自
由
主
義
カ
ト
リ
ッ
ク
教
的
批
評
に
身
を
浸
し
た
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
は
時
代
思
潮
を
横
切
り
、
或
い
は
沿
い
つ
つ
（
円5
5
5

。

（
臼
）

書
く
こ
と
が
生
き
る
術
で
あ
っ
た
た
め
、
「
意
に
も
あ
ら
ず
」
批
評
家
と
し
て
、
身
を
売
っ
て
い

言
わ
ば
社
会
的
状
況
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、

た
わ
け
で
あ
る
が
、
他
方
、
守
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
ロ
ル
ム
』
の
詩
人
と
し
て
の
、
或
い
は
「
逸
楽
」
の
小
説
家
と
し
て
の
な
巳
σ

こ
そ
真
の
文
学
的
情
熱
の
発
露

た
る
究
極
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
即
ち
、
批
評
家
と
し
て
の
な
巳σ
と
詩
人
と
し
て
の
な
E
O

と
が
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
内
部
で
戦
っ
て
い

た
状
態
、
詩
的
魂
が
横
溢
す
る
と
批
評
情
神
の
活
動
が
衰
え
て
く
る
か
、
或
い
は
そ
の
逆
の
現
象
が
起
る
か
、
ゴ
一
一
目
す
る
な
ら
ば
、
詩
と
批
評
と
の
間
の
反
比

ひ
も
と
（

M
）

例
的
帯
離
現
象
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
間
の
事
情
は
書
簡
を
播
け
ば
よ
く
理
解
さ
れ
る
が
、
別
稿
で
問
題
に
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
サ
ン
ト
・
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ブ
l

ヴ
が
ど
の
よ
う
に
変
身
し
、
「
批
評
家
」
へ
と
自
覚
し
た
か
と
後
付
け
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

一
八
三
五
年
の
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
は
、
第
一
に
ラ
ム
ネ
ー
が
ロ
l

マ
教
会
に
反
抗
し
、
ま
す
ま
す
極
端
な
自
由
主
義
ヘ
エ
ス
カ
レ
I

シ
ョ
ン
し

て
い
く
の
に
失
望
し
、
第
二
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
と
ミ
ュ
ッ
セ
と
の
大
ロ
マ
ン
に
比
す
べ
き
、
ア
デ
ル
・
ユ
ゴ
l

夫
人
と
彼
と
の
恋
愛
も
、
ヴ
ィ
ク
ト

ル
を
混
え
た
奇
妙
な
関
係
に
陥
り
、
三
人
三
様
気
ま
ず
い
想
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ひ
び
が
入
っ
て
き
た
し
、
第
三
に
、
前
述
し
た
回
巳ED
岳
σ

に
関
す
る

記
事
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
紙
の
同
僚
か
ら
非
難
さ
れ
、
彼
自
身
傷
つ
き
、
第
四
に
、
彼
の
現
実
生
活
は
依
然
と
し
て
不
安
定
の
ま
ま
だ
し
、
第
五
に
、
政
治
的

に
次
第
に
反
動
化
し
て
く
る
七
月
王
政
に
対
す
る
不
信
感
は
拭
え
ず
、
第
六
に
、
最
も
自
己
を
信
頼
す
る
基
準
で
あ
る
べ
き
詩
人
・
小
説
家
と
し
て
の
才
能

も
、
「
逸
楽
」
が
不
評
を
買
っ
た
故
に
、
疑
わ
し
く
な
り
、
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
て
い
く
。
単
に
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
つ
が
重
要
事
項
だ
と
は
見
倣
せ
な
い
複

き
ま
よ

雑
に
錯
綜
す
る
諸
要
因
に
よ
っ
て
、
「
信
仰
の
岩
か
ら
離
れ
、
波
の
ま
に
ま
に
」
初
佳
い
、
「
永
遠
で
宿
命
的
な
流
動
性
」
（

E
O
B
Z
F
Z
F
S

－0
5

号
店
忠
）



」
こ
か
ら
サ
ン
ト
・
ブ
1

ヴ
の
懐
疑
精
神
が
出
て
く
る

の
感
覚
、
謂
わ
ば
絶
対
的
な
い
仰
の
世
界
に
入
り
込
め
な
い
「
相
対
感
覚
」
を
体
験
す
る
に
至
る
。

が
、
以
上
の
六
つ
の
要
閃
が
示
す
通
り
、
同
時
に
他
者
に
も
自
己
自
身
に
も
疑
い
の
日
を
向
け
る
こ
と
に
な
り
、自
己
を
意
識
し
、
「
自
己
批
判
」
と
言
う
態

度
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
意
識
内
部
の
出
来
事
そ
れ
自
体
が
彼
を
し
て
必
然
的
に
批
評
家
の
白
己
批
評
へ
の
道
を
切
り
開

い
た
わ
け
で
、
彼
は
次
第
に
「
意
識
的
」
に
批
評
家
の
存
在
理
由
や
「
批
評
」
の
機
能
や
方
法
を
定
着
し
よ
う
と
試
み
、
且
つ
ま
た
、
そ
の
方
法
に
則
っ
て
批

評
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
必
定
で
あ
る
。

一
八
三
五
年
の
十
二
月
に
発
表
し
た
《
ロ
ロ
なE
0
2
E
ρ
5
Z
P
E
O
円
円
。
回
3

－o
v
は
、
ま
さ
に
「
批
評
的
天
分
」
を
有
し
た
自
己
認
識
の
試
金
石
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
批
評
が
捉
え
追
求
す
る
様
々
な
対
象
に
応
じ
て
、
歴
史
批
評
、
文
芸
批
評
、
文
法
批
評
更
に
文
献
学
的
批
評
と
い
っ
た
様
々
な
批
評
の
ジ
ャ

ン
ル
、
が
生
じ
る
が
、
こ
こ
で
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
が
問
題
に
す
る
の
は
、
主
題
の
多
様
さ
で
は
な
く
、
批
評
の
方
法
で
あ
り
、
「
批
評
の
傾
向
や
動
き
L
で
あ
る
。

批
評
の
様
式
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
批
評
に
は
三
種
類
、
つ
ま
り
「
落
着
払
い
、
集
中
し
、
よ
り
専
門
的
で
ゆ
っ
く
り
行
い
、
過
去
の
残
骸
物
を
検
定
し
論
議

し
、
一
連
の
作
家
や
知
識
を
配
列
し
分
類
し
な
が
ら
、
過
去
に
照
明
を
与
え
、
時
と
し
て
過
去
に
息
吹
き
を
吹
き
込
む
と
い
っ
た
批
評
」
と
、
「
す
ば
こ
し
く
、

日
常
的
で
且
つ
公
的
な
も
の
で
あ
り
、
常
に
現
在
の
批
評
」
謂
わ
ば
「
毎
朝
病
人
の
ベ
ッ
ド
で
診
断
す
る
臨
床
」
の
よ
う
な
、
彼
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
名
付

（
日
）
（
国
〉

け
た
批
評
が
あ
る
と
言
う
。
つ
ま
り

d

チ
ボ
l

デ
が
指
摘
し
た
「
教
授
批
評
」
と
「
自
発
的
批
評
」
に
相
当
す
る
批
評
の
型
で
、
「
巨
匠
の
批
評
」
が
こ
こ
に

は
無
い
こ
と
自
体
、
十
九
世
紀
前
半
の
批
評
の
あ
り
方
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
る
し
、
同
時
に
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
批
評
観
の
限
界
を
み

る
思
い
が
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
彼
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
批
評
の
方
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
、
一
八
三
五
年
に

於
け
る
－
u
p
E
円
山
目
。
を
考
え
合
わ
せ
る
と
興
味
深
い
。
何
故
な
ら
ば
、
サ
ン
ト
・
ブI
ヴ
は
、
批
評
粘
神
と
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
、
流
動
的
で

山
由
な
、
且
つ
ま
た
様
々
な
も
の
す
べ
て
の
な
か
で
、
大
き
く
な
り
、
顕
現
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
よ
う
な
批
評
精
神
の
本
質
的
な
特

ベ
ー
ル
の
精
神
山
川
浩i
1
1

彼
の
純
粋
性
、
充
実
、
敏
活
、
燃
、
え
た
つ
好
奇
心
、
鋭
い
明
敏
、

徴
を
、
十
八
川
紀
の
新
し
い
光
の
発
火
点
と
な
っ
た
ピ
ェ
l

ル

絶
え
ず
意
見
が
変
り
易
い
こ
と
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
宇
の
な
か
に
サ
ン
ト
・
ブ

l

ヴ
は
見
、
己
れ
の
精
神
を
そ
こ
に
自
己
同
一
化
し
て
い
る
c

〈
出
m
w
u
斗
の
ロ
ぬ
（
］
広
己
c
E
E
D

。
口
一
日
巳ω
エ
ロ
。
z

－
o
戸
同
・
ω
Q
E
v
c－p
p
w
E
h
川
口
凶
作
心
R
Z
O
M
G
1
5
0
ω
C
ロ
℃

F
B
F
C
E
Z
E
E

『
州
内
山
円
。
ロ

2

〔
｝Z
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問
。E

－
ニ
P
E
E
S

－O

（
同
町
？
の
E
Z
Z

広
E
R
O
H

）
円
。
日
間
）
門

0
・
F
己
－0
・
巴
m
c
Zな
（
凶O
H
L巳
ω
H
p
g
斤
C
D
O

己
2
8
E
E

。
ロ
ω
g
ω
g
t
色
。
ω

（
吉
間
合
一
。

日
正
ρ
己
0
・
号
巳
－
o

有
名
門

P
ρ

ロ
山
口
（
ご
－2
汁

8
5
1
2
・
8

ロ

ω
2
z
v
g
c
E
円

E
H

）5
5
5
門
巴

m
D
O
ω
日
目
。
件
。
門
店

E

（
可
ロ
ロ
岳
山
の
戸P
V
ω
イ

（
口
）

可
C
C
〈
2
u

－
笠
宮
－
M
H
ω！
可
〕
。
c
o
円
。
ロ
吉
山
山
口
・0
2
v
g

ロ
ロ
m
H
R
E（H
O
Z
E
g

岳
。
ω
g

・
〉

「
諾
」
と
も
「
否
」
と
も
言
わ
ぬ
根
底
か
ら
の
無
差
別
性
、
こ
の
中
性
的
意
識
こ
そ
批
評
精
神
の
本
質
的
第
一
条
件
で
あ
る
と
さ
一
口
う
考
え
方
は
、
す
で
に
指

摘
し
た
自
己
の
虚
無
化
に
よ
っ
て
他
者
に
住
み
つ
き
、
白
己
は
他
者
の
補
佐
役
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
白
己
認
識
に
繋
り
、
批
評
的
自
我
の
開
眼
で
あ
る
。
そ
れ
故

サ
ン
ト
・
ブ

l

ヴ
は
、
「
批
評
精
神
は
、
そ
の
完
全
な
開
想
（
し
か
も
ベl
ル
は
他
の
い
か
な
る
作
家
以
上
に
こ
の
理
想
を
実
現
し
た
）
に
於
い
て
、
創
造
的

、
、
、

詩
的
精
神
と
は
、
ま
た
体
系
を
伴
う
哲
学
的
精
神
と
は
裏
腹
で
あ
る
。
批
評
精
神
は
考
察
し
な
が
ら
一
切
を
捉
え
、
価
値
付
け
、
や
が
て
再
び
立
ち
戻
る
こ
と

は
別
と
し
て
、
ま
ず
進
む
が
ま
ま
に
な
る
。
芸
術
や
体
系
の
配
分
を
そ
れ
自
体
に
持
っ
て
い
る
精
神
は
、
自
己
の
口
見
解
や
白
己
の
偏
愛
に
類
似
し
た
も
の
し
か

潔
し
と
し
な
い
が
、
批
評
精
神
は
あ
ま
り
に
勿
休
振
っ
た
こ
と
も
、
日
比
識
振
っ
た
こ
と
も
、
専
念
し
た
こ
と
も
何
も
持
た
な
い
。
批
評
精
神
は
白
己
の
中
心
に

或
い
は
殆
ん
ど
距
離
な
く
し
て
、
自
己
を
印
め
る
こ
と
も
な
い
。
批
評
精
神
は
臼
己
の
’
医
に
もF
H
己
の
砦
に
も
自
己
の
道
場
に
も
立
て
篭
る
こ
と
は
な
い
。
体
F
h
J
 

F
h
u
 

面
を
汚
す
こ
と
も
恐
れ
な
い
。
街
路
に
沿
っ
て
報
告
し
、
い
き
な
り
近
寄
り
な
が
ら
到
る
所
に
行
く
。
好
奇
心
が
批
評
精
神
を
誘
う
。
そ
し
て
、
出
さ
れ
た
御

（
時
〉

馳
走
を
お
し
み
や
し
な
い
じ
と
一
一1日
っ
て
、
批
評
精
神
に
独
自
の
市
民
権
を
与
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
こ
の
よ
う
な
一
一
2

日
葉
の
な
か
に
、
彼
の

詩
的
創
造
的
白
我
の
、
チ
ボ
l

デ
流
に
言
え
ば
「
抑
圧
L
、
紙
一
‘
一
目
す
れ
ば
、

J
朋
壊
」
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
彼
が
白
己
の

天
分
は
批
評
家
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
白
覚
し
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
ン
ト
・
ブ
l
ヴ
が
描
い
た
「
批
評
精
神
」
像
は
確
か

ヌ
l

ヴ
エ
ル
・
ク
リ
チ
ッ
ク

に
鋭
い
分
析
の
も
と
に
作
ら
れ
て
は
い
る
が
、
人
f

日
の
「
新
し
い
批
評
」
を
日
差
す
批
計
家
の
精
神
と
は
大
分
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一

に
、
サ
ン
ト
・
ブ

l

ヴ
は
、
「
批
評
精
神
」
と
「
創
造
精
神
」
を
は
っ
き
り
区
別
し
て
捉
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
両
者
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
故
一
批
評
精
神
一
は
「
創
造
精
神
一
と
の
閃
係
に
於
い
て
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
「
批
評
精
神
」
は
、
他
者
に
内
在
す
る
核
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
白
体
、
あ
ま
つ
さ
え
自
己L
日
を
向
け
、
白
己
の
批
評
方
法
を
以
究
し
、
白
己
否
定
し
、
絶
え
ず
新
た
に
白
己
定
義
す
る
こ
と
自
体
、

裏
を
返
せ
ば
、
「
創
造
行
為
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
畢
立
「
創
造
精
神
」
な
の
だ
か
ら
。
第
二
に
、
「
批
評
精
神
」
は
白
己
の
中
心
に
或
い
は
殆
ん
ど
距
離
を
持
つ



こ
と
な
く
し
て
住
む
こ
と
は
な
い
し
、
況
ん
や
、
自
己
の
砦
に
立
て
篭
る
こ
と
は
な
く
、
従
っ
て
絶
え
ず
対
象
に
沿
っ
て
到
る
所
を
駆
け
巡
る
と
言
う
け
れ
ど

、
、
、
、
、
、

も
、
今
日
の
批
評
家
の
精
神
は
、
十
ン
ト
・
ブ

I

ヴ
の
そ
れ
の
よ
う
に
白
己
に
つ
い
て

2
5
E
U
m
♀
）
語
ら
な
い
の
で
は
ミ
く
、
む
し
ろ
対
象
を
、
自
己

の
中
心
に
引
き
寄
せ
、
対
象
と
の
一
体
化
に
よ
っ
て
自
己
の
深
奥
を
普
遍
化
し
た
形
の
下
で
探
究
す
る
よ
う
に
思
う
。
第
三
に
、
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
は
「
好
奇

心
が
批
評
精
神
を
誘
う
」
と
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
の
対
象
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
あ
る

（
凶
）

事
件
の
様
子
と
か
作
家
の
女
関
係
が
ど
う
の
こ
う
の
と
い
っ
た
対
象
と
、
自
己
或
い
は
他
者
の
深
層
や
実
存
的
意
味
と
い
っ
た
対
象
と
は
質
的
に
異
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
八
三
五
年
の
『
批
評
精
神
と
ピ
ェ
1

ル
・
ベ
i

ル
に
つ
い
て
』
は
今
日
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
る
と
多
分
に
問
題
点
を
残
し
て
い
る
が
、
サ

ン
ト
・
ブ
！
ヴ
そ
の
人
に
と
っ
て
の
意
味
は
、
「
青
年
」
か
ら
「
壮
年
」
へ
、
「
詩
人
」
か
ら
「
批
評
家
」
へ
、
「
伝
仰
」
か
ら
「
懐
疑
」
へ
、
「
ロ
マ
ン
主
義
」

か
ら
「
古
典
主
義
」
へ
、
と
い
っ
た
転
換
期
の
表
明
で
あ
り
、
批
評
家
の
自
己
確
認
と
し
て
の
エ
ッ
セ
ー
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
た
め
に
「
批
評
の

方
法
論
的
確
立
」
へ
自
己
を
向
か
わ
せ
る
内
的
必
然
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

一
八
三
四
年
の
「
パ
ラ
ン
シ
ュ
に
関
す
る
記
事
」
一
八
三
五
年
の
『
モ
リ
エI
ル
」
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『
ス
タ
l

ル
夫
人
』
『
ロ
ラ
ン
夫
人L
に
も
す
で
に
彼
の
方
法
論
的
な
試
み
が
到
る
所
で
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
が
、
「
批
評
精
神
と
ピ
ェ
l

ル
・
ベ
I

ル

に
つ
い
て
』
は
そ
れ
ら
を
総
括
し
、
「
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
へ
向
か
う
出
発
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
時
期
的
に
も
内
容
的
に
も
疑
う
余
地
は
あ
る
ま

し、
。

〆戸、、

一一一、、＿，

従
っ
て
、
「
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
に
於
け
る
方
法
論
の
問
題
は
以
上
の
如
き
サ
ン
ト
・
ブI
ヴ
の
精
神
の
流
れ
の
下
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
以
下
テ

ク
ス
ト
に
沿
っ
て
テ
グ
ス
ト
に
内
在
す
る
方
法
の
本
質
を
若
干
捉
え
て
み
よ
う
。

サ
ン
ト
・
ブ
i

ヴ
は
、
「
ポ
l

ル

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
開
講
の
辞
に
於
い
て
ポl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
修
道
院
が
持
つ
価
値
を
、
七
つ
の
観
点
、
即
ち
（
一
）
神

学
、
つ
己
宗
教
の
市
民
組
織
、
（
三
）
政
治
的
傾
向
、
（
四
）
哲
学
、
（
五
）
文
学
、
（
六
）
道
徳
、
（
七
）
詩
の
観
点
か
ら
捉
え
よ
う
と
唱
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
単
に
彼
が
従
来
行
っ
て
き
た
伝
記
批
評
の
延
長
で
あ
る
「
歴
史
批
評
」
に
留
ら
ず
、
神
学
、
社
会
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、
哲
学
、
文
学
、
倫
開
学
、



詩
学
、

心
理
学
と
い
っ
た
様
々
な
様
相
の
下
に

一
一
一
目
す
る
な
ら
ば
重
層
的
な
観
点
か
ら
捉
え
る
「
総
合
的
批
評
」
を
目
論
ん
で
お
り
、
「
批
評
」
に
新
し
い

可
能
性
の
「
場
」
を
与
え
た
わ
け
で
、
所
謂
相
対
主
義
に
基
く
「
科
学
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
批
評
」
に
立
体
感
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
意
味
に
於
い
て
、
「
ポi
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
の
批
評
は
、
十
九
世
紀
初
頭
以
来
の
、
つ
ま
り
帝
政
時
代
の
批
評
家
た
ち
、
ジ
ュ
フ
ロ
ワ
、

フ
ォ
ン
タ
l

ヌ
、
ド
！
ヌ
！
と
り
わ
け
ラ
・
ア
ル
プ
等
の
批
評
が
示
す
抽
象
的
で
冷
静
で
没
個
性
的
で
し
か
も
表
面
的
な
分
析
の
典
型
と
も
違
い
、
ま
た
同
時
代
人
の
ニ
ザ

ー
ル
や
サ
ン
マ
ル
ク
・
ジ
ラ
ル
ダ
ン
等
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
判
断
を
決
め
つ
け
る
絶
対
主
義
と
も
違
っ
て
お
り
、
方
法
の
探
究
に
於
い
て
、
新
し
い
視
点
を
葡
し

た
と
言
え
る
。

ハ
リσ
ρ
c
u巳
（
司
。22
問
。
3

－
）m
w
己
O
H）
m
R
t
g
z
R
O
D
3
B吋3
2

巳
己
O

広
o
－
－O
B
O
E

巳
g
D
ω

口
広
口
o

－W
O
E－
各
σ

日
）
虫
色
。
古
巳
円VZ
E
g

ロ

ω
影
。
－0

・
p

－o
可
ミ

2
8

同
弘
山
口ω
g
c
g
g

門
山
口
広
0
・
p

－σ

日
）H2
8

同
色
白
ロω
件
。5
ω
g
B
O
B
S
F

（
同o
－0
4

。
己
o
一
円B
S
F
一
円ω
山
口
ω

円
巳
r
F
0
・
含

（
ポl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
が
持
つ

一
見
特
殊
で
し
か
も
実
際
制
限
さ
れ
た
も
の
の
た
め
に

ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
が
そ
の
世
紀
全
体
に
関
係
し
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－σ

目
。
丘
同
日
合
目
。
一
5

・
円
凶
o

－0
3
5

♀
臥
同
町
民
2
P
E

－5
R
R
H
o
£
c
c円ω
・

ヲ
て
の

存
続
期
間
内
に
世
紀
を
横
切
ら
せ
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
に
世
紀
を
圧
縮
し
、
休
み
な
く
世
紀
を
侵
入
さ
せ
よ
う
と
し
、
少
く
と
も
世
紀
を
変
形
し
、
世
紀
を
特

（
匁
）

徴
付
け
、
常
に
世
紀
に
光
輝
を
添
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。

こ
こ
に
『
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
の
方
法
の
原
点
が
あ
る
。
特
殊
で
制
限
さ
れ
た
対
象
の
採
究
が
、一
般
的
且
つ
ま
た
普
遍
的
な
対
象
を
、
さ
な
が
ら
レ

照
明
す
る
に
寄
与
す
る
方
法
の
宣
言
で
あ
っ
て
、
『
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ

ル
』
の
全
体
を
流
れ
る
方
法
論
的
基
調
音
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
一
一
一
口
う
な
ら
ば
、
「
ま
ず
こ
の
狭
い
修
道
院
は
、
わ
れ
わ
れ
が
入
る
数
々
の
円
天
井
の
下

ン
プ
ラ
ン
ト
の
エ
ッ
チ
ン
グ
に
於
い
て
影
の
線
が
光
の
部
分
を
暗
示
す
る
よ
う
に
、

一
瞬
一
瞬
、
半
ば
或
い
は
ど
っ
ぷ
り
と
そ
の
治
世
の
な
か
に
浸
り
、
そ
し
て
、
深
刻
で

（
沼
）

思
い
掛
け
な
い
日
々
に
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
沙
漠
か
ら
そ
の
治
世
に
照
明
を
与
え
る
。
」
の
で
あ
っ
て
、
謂
わ
ば
「
一
つ
の
歴
史
は
、
多
く
の
他
の
歴
史

を
通
り
、
こ
の
修
道
院
が
先
頭
に
立
つ
偉
大
な
治
世
の
涯
ま
で
行
き
、



（
お
）

の
典
型
を
示
し
、
そ
れ
ら
な
し
で
す
ま
せ
る
。
」
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
原
罪
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
ま
ま
の
人
間
は
何
事
も
為
し
得
ず
、
神
の
み
が
す
べ
て

を
決
定
す
る
と
い
う
厳
格
な
戒
律
を
説
く
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
た
ち
が
、
当
時
宗
教
界
で
は
全
盛
を
誇
っ
て
い
た
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
た
ち
に
急
進
派
と
見
倣
さ
れ
、

あ
ま
つ
さ
え
、
時
の
政
府
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
神
学
部
、
教
皇
か
ら
次
々
に
弾
劾
さ
れ
、
つ
い
に
そ
の
聖
堂
と
墓
地
ま
で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
異
端
の

修
道
院
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
歴
史
は
、
必
然
的
に
十
七
世
紀
全
体
の
歴
史
を
浮
彫
り
に
す
る
と
サ
ン
ト
・
ブ
I

ヴ
は
考
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
故
、
彼

は
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
な
か
に
、
修
道
院
と
い
う
も
の
が
、
ま
ず
そ
の
堕
誌
に
於
い
て
、
次
に
そ
の
改
平
に
於
い
て
、
そ
の
勤
勉
で
悔
俊
の
神
聖
性
に
於

（
且
〉

い
て
何
ん
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
す
完
重
な
凡
本
を
、
即
ち
「
真
の
杭
範
的
な
修
道
院
」
（
ロ
ロ
当
日g
戸
ぐ
O
E
B
O

己
2
0
）
を
み
る
だ
ろ
う
。

更
に
重
出
な
こ
と
は
、
最
初
に
指
摘
し
て
置
い
た
よ
う
に
、
こ
の
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
は
構
想
の
時
点
か
ら
、
「
文
学
史
」
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
の

に
広
大
な
、 一
八
三
四
年
十
二
月
十
四
日
ラ
ム
ネ
宛
に
「
私
は
今
年
ポ
I

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
文
学
史
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
限
定
さ
れ
て
い
る
と
同
時

（
お
）

最
も
美
し
い
部
分
に
於
い
て
十
七
世
紀
を
形
作
り
ま
す
。
」

ま
っ
た
く
素
晴
し
い
主
題
で
、
幾
度
か
十
七
世
紀
全
体
を
沿
う
て
行
き
、
上
H
、
汁
リ
）
、

引
牝
牛U
】t
J

- 58 -

で
あ
る
。

と
書
き
、

一
八
三
五
年
二
月
一
日
付
の
彼
の
友
人
バ
ル
ブ
僧
宛
に
「
今
、
私
は
ポl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
文
学
史
と
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
に
纏
わ
る
隠
者
た

（
部
）

ち
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
十
七
位
紀
の
文
学
史
の
美
し
い
、
恐
ら
く
最
も
美
し
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
：
：
：
」
と
古
い
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ル
・
ロ
ワ

イ
ヤ
ル
修
道
院
を
巡
る
文
学
史
で
あ
る
と
同
川
に
、
修
道
院
が
照
ら
し
出
す
十
七
世
紀
の
文
学
史
で
あ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。

一
般
的
な
概
念
で
は
な
く
個
有
な
事
実
を
、
公
的
な
も
の
で
は
な
く
私
的
な
も
の
を
、
集
団
で
は
な
く
個
人
を
基
盤
と
し
て

お
り
、
絵
画
に
於
い
て
素
材
を
集
め
吟
味
す
る
よ
う
に
、
デ
テ
ー
ル
を
集
め
、
細
か
に
観
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
の
際
、
「
い
つ
で
も
出
来
る
だ
け
近

く
か
ら
、
人
物
や
物
を
眺
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
何
も
の
も
結
局
そ
れ
白
休
に
し
か
存
在
し
な
い
の
だ
。
遠
く
か
ら
大
雑
把
に
、
お
望
み
な
ら
実
物
大
で

さ
え
眺
め
ら
れ
た
も
の
は
よ
く
把
握
さ
れ
得
る
が
、
し
か
し
そ
う
で
も
な
い
。
非
常
に
近
く
か
ら
知
る
も
の
し
か
確
信
し
な
い
も
の
だ
。
次
の
休
験
を
思
い
出

そ
う
、
現
代
或
い
は
現
在
の
こ
の
生
活
事
情
な
ら
、
一
切
合
切
で
は
な
い
に
し
ろ
少
く
と
も
必
要
以
上
の
も
の
は
、
人
物
・
国
民
・
町
そ
れ
に
風
景
を
遠
く
か

」
の
特
殊
性
か
ら
の
出
発
は

ら
判
断
し
て
も
何
度
も
間
違
わ
な
い
だ
ろ
う
が
、
次
に
そ
れ
ら
に
近
づ
き
つ
ぶ
さ
に
調
べ
る
と
、
想
像
し
て
い
た
の
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
を
凡
山
す
こ
と

に
驚
く
だ
ろ
う
／
況
ん
や
、
過
去
の
歴
史
に
至
つ
て
は
ど
ん
な
に
か
く
の
如
く
で
あ
る
こ
と
か
／
唯
そ
こ
で
だ
、
最
も
し
ば
し
ば
、
最
終
的
な
枚
証
は
不
可
能



で
あ
り
、
近
似
値
だ
け
が
わ
れ
わ
れ
の
観
察
の
究
栢
的
な
限
界
を
為
す
だ
ろ
う
。
少
く
と
も
、
絵
画
や
純
朴
な
物
語
が
提
出
さ
れ
て
い
る
時
、
風
俗
や
人
物
の

性
格
の
隅
々
を
照
明
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
何
ん
ら
抽
象
も
偽
造
も
な
く
描
こ
う
と
努
め
る
た
め
に
、
以
上
の
方
法
を
利
用
し
よ
う
、
さ
な
が
ら
そ
う
い
っ

（
幻
）

た
風
俗
や
人
物
の
性
格
が
良
い
と
こ
ろ
も
忠
い
と
こ
ろ
も
持
っ
て
い
る
ま
さ
に
生
命
で
あ
る
こ
の
混
沌
の
な
か
に
あ
る
よ
う
に
じ
と
言
っ
て
い
る
如
く
、
サ

ゼ
ロ

ン
ト
・
ブ

l

ヴ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
、
対
象
に
最
大
限
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
、
言
わ
ば
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト
0

へ
の
志
向
で
あ
っ
て
、
遠
く
か
ら
見
る
巨
視

的
視
線
で
は
な
く
、
事
物
や
人
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
と
い
う
よ
り
か
な
り
近
く
か
ら
比
る
顕
微
鏡
的
視
線
の
観
察
法
で
あ
る
。
か
と
言
っ
て
対
象
の
内
部
へ
潜

入
し
よ
う
と
す
る
意
凶
は
な
い
。
い
さ
さ
か
近
視
限
的
な
こ
の
観
察
法
は
弊
告
が
な
く
は
な
く
非
難
は
免
れ
な
い
。
従
っ
て
、
パ
ル
ベ
I

・
ド

i

ル
ヴ
ィ
リ
の

よ
う
な
絶
対
的
決
定
的
判
断
を
下
す
批
評
家
な
ら
ば
、
デ
テ
ー
ル
を
丹
念
に
写
生
す
る
「
パ
ス
テ
ル
か
ミ
ニ
ュ
ア
チ
ュl
ル
の
画
家
」
、
こ
の
描
写
家
（
巴2
・

。
吋
円
七
件

O
C
H
－
）
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
の
「
ボ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
の
な
か
に
、

細
か
過
ぎ
る
記
事
し
か
み
ず
、
可
。
ホl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
』
は
一
冊
の
本
で
は
な

く
、
「
数
々
の
く
わ
が
た
虫
の
如
く
糸
が
通
さ
れ
た
一
連
の
記
事
」
（
ロ
ロ
σ
ω
去
の

2
2
0

ロ
（

E
E
己
o
ω
の
ロ
E
2
8
B
E
O

己
2
8

江
ω
・
〈
O
E
己
ω
）
を
構
成
し
て

（
お
）

い
る
に
過
ぎ
な
い
と
非
難
す
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
い
う
非
難
は
、
サ
ン
ト
・
ブ
！
ヴ
白
身
「
若
し
私
が
一
つ
の
格
言
を
持
つ
な
ら
、
そ
れ
は
真
実
、
真
実
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
美
や
善
は
当

（
却
）

然
真
実
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
」
と
一
一
一
一
日
っ
て
い
る
よ
う
に
、
単
純
だ
が
、
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し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
批
評
家
の
地
位
を
確
固
な
も
の
と
し
た
「
真
実
へ
の
趣

味
」
と
い
う
よ
り
「
真
実
へ
の
オ
フ
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
徹
底
化
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
審
美
家
パ
ル
ベ
l

・
ド

l

ル
ヴ
ィ
リ
に
は
面
白
く
な
い

E二百

ボ

ノレ

ロ

ワ

イ
ヤ
ノレ

も

ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
研
究
家
の
ジ
ャ
ン
・
オ
ル
シ
パ
ル
氏
に
言
わ
せ
れ
ば
、

（
却
）

に
献
じ
た
『
宗
教
感
的
史
」
の
第
四
巻
よ
り
も
か
な
り
確
実
な
資
料
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
「
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
」
の
到
る
所
に
見
出
さ
れ
る
、

ア
ン
リ
・
ブ
レ
モ
ン
、
が
ポl
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
派

」
の
宵
穴

実
へ
の
配
慮
は
、
あ
の
右
大
な
註
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
も
山
一
併
出
来
る
如
く
、
い
さ
さ
か
病
的
で
さ
え
あ
る
。
例
え
ば
、

合
O
Q

巴
5
5
E

（H
U
2
5
5

｝5
H
0
2
2

円
ω

己
g
Z
B
B
O
ω

品
。
の
自
己
吋
の
片
品
。
〈2
g

－
2

・
0
ロ
岳

ω
口
問
。
山
口
同
ρ
5
－ρ
5
ω
可
包
Z
1
5
g
E
m
E
F

（
凶v
oロ
。

5
0
H
可
。
（
F
E
円
2
4
2
ρ
E
g
片
方
吋g
A
H
H
O
E
守
－
S
E
σ
門U
B
U
B

－
伝
広
場
こ
尺
。
ロ
B
O

句
。
円B
Z

可
m
H
O
ロ
の
。
吋
O
E

回
。
。
円
円
。
♀
広
江
口
口

（
況
）

な
5
0
f
g
m
0・v



と
言
う
如
く
、
不
公
平
で
あ
る
こ
と
に
恐
れ
を
抱
き
、
訂
正
と
託
弓
一
口
が
許
さ
れ
る
余
地
主
残
さ
ざ
る
を
得
な
いc

一
八
六
六
年
の
第
三
版
へ
の
結
言
で
も
、

「
完
壁
化
」
と
「
加
筆
」
を
行
い
、
幾
ら
か
の
不
正
確
な
心
事
項
を
訂
正
し
、
「
十
七
世
紀
の
腔
史
の
か
く
も
興
味
深
い
側
面
に
は
、
正
確
で
実
証
的
な
与
件
に
到

達
し
、
そ
れ
ら
を
推
論
に
帰
す
る
こ
と
は
も
は
や
な
い
と
」
断
言
し
、
「
私
は
か
く
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、
私
の
能
力
の
枠
と
限
度
内
で
完
壁
に

（
認
）

到
達
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
」
と
、
詳
細
事
に
特
に
気
を
配
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ル
ベ
！
・
ド
l

ル
ヴ
ィ
リ
の
非
難
が
当
っ
て
い
る
而
は
、
特
殊
で
詳
細
な
主
突
の
羅
列
の
み
に
な
っ
て
、
言
わ
ば
苫
く
人
の
「
熱
気
」

（
お
〉

が
な
ん
ら
入
っ
て
い
ず
、
さ
な
が
ら
石
こ
ろ
が
転
が
っ
て
い
る
如
く
、
詳
細
心
与
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
川
、
読
者
は
唯
俗
怠
と
眠
気
を
憶
え
る
だ
け
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
真
実
好
み
の
サ
ン
ト
・
ブ

l

ヴ
の
無
機
質
的
な
歴
史
と
「
額
に
汗
し
て
詩
人
と
沿
っ
た
」
ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
の
血
ば
し
っ
た
歴
史
と
は
対
照

を
為
す
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
、
サ
ン
ト
・
ブ
！
ヴ
が
ボ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
を
執
筆
中
に
ミ
シ
ュ
レ
と
遣
取
り
し
た
手
紙
は
、
両
者
の
陛
史
観
の
相
違
を
極
立

た
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
紹
介
し
て
み
よ
う
。

一
八
三
七
年
に
、
ミ
シ
ュ
レ
が
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
に
彼
の
『
歴
史
』
の
第
三
巻
の
数
百
ペ
ー
ジ
を
批
判
を
乞
う
た
め
に
送
っ
た
が
、
そ
の
返
答
と
し
て
サ
ン
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ト
・
ブ
l

ヴ
は
、
「
私
の
唯
一
の
異
議
は
一
般
的
な
こ
と
で
す
。
即
ち
、
私
に
よ
れ
ば
こ
の
方
法
が
歴
史
の
各
々
の
事
実
に
習
す
過
剰
な
構
成
と
意
味
に
つ
い
て

で
す
。
世
紀
の
一
般
的
な
性
格
は
驚
く
べ
き
鮮
や
か
さ
で
捉
え
ら
れ
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
作
家
の
才
能
が
時
々
演
じ
ら
れ
て
は
い
な
い

で
し
ょ
う
か
？

私
は
今
胡
（
私
の
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
な
か
で
）
若
し
、
人
が
作
家
の
「
熱
気
」
や
自
己
を
楽
し
む
興
奮
し
た
ベ
ン
に
一
致
す
る
も
の
を

知
れ
た
ら
、
人
は
恐
ら
く
モ
ン
テ
l

ニ
ュ
の
懐
疑
主
義
、
ド
・
メ
l

ス
ト
ル
の
絶
対
主
義
、
型
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
サ
ル
の
天
使
主
義
、
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス

の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ム
ス
な
庇
ず
だ
ろ
う
と
記
し
ま
し
た
。
か
く
し
て
、
あ
な
た
が
描
く
混
乱
や
狂
気
の
世
紀
で
は
、
サ
パ
の
ロ
ン
ド
の
「
熱
気
」
の
よ
う
な
私
の

認
め
る
数
々
の
筒
所
が
、
め
り
ま
す
。
そ
れ
は
詩
的
で
す
が
惟
史
的
に
正
確
で
し
ょ
う
か
？
」
と
言
う
如
く
、
ミ
シ
ュ
レ
の
な
か
に
学
識
と
生
気
と
才
能
を
認
め

る
が
、
た
め
に
批
評
の
口
実
性
が
担
わ
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
ど
う
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ミ
シ
ュ
レ
は
「
わ
が
親
愛
な
る
批
評
家
ょ
、

Jの
な
た
の
指
摘
1
け
ん
い
い
ハ
げ
仁
三
し
か
も
正
当
で
す
。

お
気
一
二
コ
人
山
の
作
品P

：
J
Zァ
子
え
ま
す
。
で
も
し
か
し
之
、
が
ら
そ
れ
が
な
い
作
品
な
ん
か
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
私
は
知
り
ま
せ
ぬ

c

神
様
の
お
か
げ
で

私
た
ち
は
遅
か
れ
早
か
れ
そ
の
作
品
会
一
一
訂
正
す
る
で
し
ょ
う

c

」
と
一
一
二
口
い
、
パ
ラ
ン
ト
や
チ
ェ
リ
の
如
、
き
政
治



史
は
分
類
や
抽
象
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
ミ
シ
ュ
レ
の
「
生
き
て
い
る
」
歴
史
は
実
際
一
群
の
様
々
な
要
素
（
政
治
、
法
律
、
宗
教
、
文
学
、
芸
術
、
地
理
的

生
理
的
影
響
等
）
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
項
が
物
語
の
統
一
の
な
か
を
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
向
う
こ
と
が
出
来
る
た
め
に
、
生
き
た
大
運
動
が
必

要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
ミ
シ
ュ
レ
の
物
語
の
恐
ら
く
あ
ま
り
に
も
素
早
く
、
あ
ま
り
に
も
生
気
づ
い
た
歩
み
を
説
明
し
赦
す
理
由
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
様
々
な

（
社
）

事
物
の
巨
大
な
塊
は
、
そ
れ
ら
が
強
烈
な
渦
巻
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
限
り
に
於
い
て
は
じ
め
て
従
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ミ
シ
ュ
レ
の
認
識
論
は
分
析
に

よ
る
の
で
は
な
く
綜
合
に
よ
る
も
の
で
、
事
物
は
、
そ
れ
ら
が
組
織
的
綜
合
的
な
全
体
を
帯
び
る
限
り
に
於
い
て
把
握
さ
れ
る
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
歴
史
家

ヴ
ィ
コ
！
の
流
れ
を
、
政
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ン
ト
・
ブi
ヴ
の
認
識
論
は
、
個
的
な
も
の
と
グ
ル
ー
プ
、
伝
統
、
領
地
、
普
遍
的
な
も
の
そ
れ
に

集
団
と
の
関
係
を
保
究
し
、
固
定
す
る
の
に
妨
げ
と
な
ら
ぬ
個
的
な
も
の
の
精
密
化
に
向
う
。
ミ
シ
ュ
レ
が
歴
史
を
生
き
た
全
体
的
運
動
と
見
倣
し
、
絶
え
ず

全
体
の
中
に
個
を
組
み
込
ん
で
い
く
態
度
、
言
わ
ば
普
遍
的
な
諸
原
理
を
生
命
体
と
し
て
捉
え
て
か
ら
特
殊
な
事
象
へ
と
下
降
す
る
の
に
対
し
て
、
サ
ン
ト
・

ブ
l

ヴ
は
歴
史
を
例
々
の
特
殊
な
事
実
の
な
か
に
み
、
し
か
る
後
に
全
体
に
そ
の
事
実
を
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ミ
シ
ュ
レ
の
悟
史
の
歩
み
が
全

る
と
い
っ
た
観
を
呈
す
る
。
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体
的
な
「
熱
気
」
を
帯
び
た
塊
の
素
早
い
移
動
と
い
っ
た
観
を
呈
す
る
に
対
し
て
、
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
の
そ
れ
は
、
線
的
で
狭
障
な
し
か
も
冷
や
か
な
泊
を
通

サ
ン
ト
・
ブ
！
ヴ
の
歴
史
は
、
デ
テ
ー
ル
の
正
確
さ
に
基
き
、
そ
れ
ら
デ
テ
ー
ル
を
川
間
的
に
或
い
は
空
間
的
に
配
列
し
た
一
連
の
繋
り（
ロ
ロ
σ
ω

ロ
の
の
め
ω
・

巴
O
H
H）
に
な
る
。
時
間
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
修
道
院
僧
が
「
長
々
と
し
た
暗
い
本
堂
の
な
か
で
の
如
く
」
（
8
5
B
O

含
B
F
Z

ロ
m
s

日
常

E
D

止

。
ロ
8

円
。
。
ぴω
2

円
。
）
「
一
歩
一
歩
」
（

U
S

即
日
記ω）
「
狭
く
ゆ
っ
く
り
と
」
（
2
5

－z
z
z

巳
σ
）
と
進
み
、
絶
え
ず
対
象
と
と
も
に
、
つ
ま
り
ポ
l

ル
・
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
と
と
も
に
批
評
家
F
H
身
を
導
く
（
C
ロ

ω
0
8

ロ
（
宮
町
内
H
m
w〈
2
H
V
C
2
0問
。
ヨ
－
）
と
い
っ
た
「
歩
み
」
（E
B
ω
吋
の
F
O）
で
あ
る
。
や
が
て
空
間
的
な
拡
り
に

気
づ
く
と
、
一i

右
に
、
左
に
」
（V
骨

2
F
v
m
ω
R
F
O
）

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
と
は
何
ん
の
関
係
の
な
い
門
外
漢

や
「
よ
り
平
俗
な
名
前
ー
－
3
2
5
5
ω
1
5

℃
3
F
5

ろ
に
も
へ
一
五
い
、
一
川
廊
や
付
属
家
臣
の
な
か
の
往
来
が
許
さ
れ
」
（
。
コ
印
。
℃

2

自
己
可

p

－g

巳
忠
g

（
お
）

2

〈
2
5
2

廿
2
5
E
O
ω
（
］
山
口
ω

－g
t
g
a
の
2
2
0
片
－g

（
］
日
足
。
ω

）
る
が
ろ
う
。
厳
密
に
一
一
一
口
う
な
も
り
は
ポ

l

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
、
が
な
し
で
済
ま
せ
る
「
数
々

に
様
々
な
聖
者
た
ち
と
出
会
い
、
時
に
は
ポ
i

ル

の
主
題
と
関
係
な
い
部
分
」
（ρ
5
z
z
g
y
o
g
s
【
可B
R

〈
円
。
ω

）
、
一
幾
つ
か
の
脱
線
」
（ρc
巳
ρ
5
ω
O
M
2

円
巴c
ロ
ω

）
や
一
あ
ま
り
に
頻
繁
な
往
来
！
一（
山
口
弘
m
w
ω

の
同



ぐ
の
ロ
c
g

可
。
℃
同
門2
5
ロ
件
。ω
）
そ
れ
に
「
文
学
的
余
談
」
（B
m
R
a
z
z
－5
R

巴
門
。ω
）
、
が
沢
山
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ネ
の
言
葉
に
依
れ
ば
、
「
主
題
の
内
部
と
同

（
お
）

様
に
、
主
題
に
沿
っ
て
、
サ
ン
ト
・
ブ

l

ヴ
氏
は
数
々
の
宝
石
を
日
見
出
し
た
」
の
で
あ
る
。
ま
た
サ
ン
ト
・
ブ
！
ヴ
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
腔
史
は
（
も
し
歴
史

が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
）
こ
れ
ら
の
、
水
遠
の
波
動
と
と
も
に
（2
ω

。
ロ
己
戸HU
H－
。5

℃
O
G
E
5＝
g

）
し
か
あ
り
得
な
い
。
数
々
の
人
物
と
親
し
く
な
る
と
、

よ
り
厳
密
な
歩
み
は
許
さ
れ
な
い
。
絶
え
ず
己
れ
を
書
く
彼
、

ル
・
ボ
ン
・
フ
ォ
ン
テ
I

ヌ
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
『
だ
け
ど
何
故
私
は
時
間
を

一
日
一
日
生
き
よ
う
。
私
は
充
実
し
た
生
命
を
持
た
ぬ
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
物
事
の
秩
序
を
混
乱
さ

避
け
る
の
か
？
一
歩
一
歩
行
こ
う
、

（
幻
）

せ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
』
」
と
苫
い
て
い
る
如
く
、
と
に
か
く
物
事
の
秩
序
を
混
乱
す
る
こ
と
な
く
一
歩
一
歩
進
ん
で
行
き
、
同
時
に
一
切
を
把
握
し
よ
う
と

し
な
い
で
交
互
に
向
く
な
っ
た
り
低
く
な
っ
た
り
す
る
波
の
運
動
の
如
く
両
極
端
を
初
但
し
な
が
ら
「
テ
デ
l

ル
」
を
認
識
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
主
題
」
と

は
正
反
対
の
極
に
足
を
運
ぶ
と
、
当
然
比
較
し
た
り
対
照
し
た
り
出
来
、
よ
り
一
層
「
主
題
」
を
浮
彫
り
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
例
え
ば
、
厳
し
く
堅
固
な

ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
修
道
院
長
サ
ン
・
シ
ラ
ン
と
、
愛
情
溢
れ
、
豊
か
な
想
像
力
を
持
っ
た
聖
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
サ
ル
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
精
神
の
家

系
で
あ
り
、
両
者
を
対
立
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
分
類
学
へ
、
か
の
有
名
な
「
精
神
の
博
物
史
」
へ
向
う
の
だ
が
、
こ
の
歩
み
は
実
に
ゆ
っ
く

り
と
し
て
い
る
。

と
一
一
一
口
う
の
は
、
「
デ
テ
ー
ル
」
の
観
察
法
が
前
述
し
た
通
り
対
象
と
最
大
限
接
近
す
る
が
、
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決
し
て
対
象
の
運
動
そ
の
も
の
の
な
か
に
埋
没

（
お
）

す
る
こ
と
な
く
、
対
象
と
絶
え
ず
距
離
を
保
ち
な
が
ら
対
象
の
表
層
を
巡
る
、
所
謂
「
外
皮
の
採
究
」
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
種
の
手
探
り
状
態

（
却
）

と
い
っ
た
批
評
的
意
識
は
、
対
象
に
対
す
る
思
考
・
感
情
・
気
質
・
感
覚
等
を
事
細
か
に
一
つ
の
文
章
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
文
体
は
く
ね
く
ね
と
曲

（ω
）
 

っ
た
つ
長
く
、
終
る
こ
と
の
な
い
、
ラ
テ
ン
語
風
の
、
殆
ん
ど
う
ま
く
句
誌
を
切
る
こ
と
の
出
来
な
い
十
六
世
紀
風
の
」
言
わ
ば
ピ
エ
l

ル
・
ベ
l

ル
の
そ
れ

を
帯
び
る
。
ミ
シ
ュ
レ
の
句
読
点
の
多
い
「
自
己
を
呑
み
下
し
、

白
己
を
破
壊
す
る
」
「
感
動
的
で
症
壁
的
文
体
」
を
持
つ
、
言
わ
ば
「
垂
直
的
な
文
章
」
と

は
違
っ
て
、
サ
ン
ト
・
ブ
l

ヴ
の
文
章
は
、
シ
ャ
ト
I

ブ
リ
ヤ
ン
の
「
い
つ
も
背
景
で
終
り
」
氷
上
を
滑
る
よ
う
な
「
水
平
的
な
文
章
」
に
ど
ち
ら
か
と
言
え

（
円
札
）

ば
類
似
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
サ
ン
ト
・
ブl
ヴ
の
批
評
的
言
語
は
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
た
ち
の
一
一
一
一
口
語
に
沿
っ
て
、
更
に
よ
り
周
囲
的
な
も
う
一
つ
の
創

造
的
言
語
を
繊
り
為
す
と
同
時
に
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
た
ち
の
言
語
の
意
味
を
説
明
し
、
外
在
化
し
、
読
者
に
開
示
し
、
そ
の
潜
在
力
を
引
き
出
す
と
い
っ
た

（
必
）

二
重
の
役
目
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
え
、
あ
ま
り
に
多
面
的
な
文
体
な
の
で
、
行
為
（
筋
）
そ
の
も
の
は
い
っ
こ
う
に
進
展
せ
ず
、
「
散
歩
し
、
道
に
迷
う
」
の
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